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報
潮
畠

作
家
や
作
品
の
形
成
過
程
の
原

風
景
を
重
視
し
、
探
索
し
て
い
た

矢
先
に
、
近
代
洋
画
の
先
駆
者
浅

井
忠
が
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
代
に

所
持
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
手
に
し

た
。
東
京
都
内
の
大
曽
根
俊
士
氏

が
保
存
し
て
い
た
も
の
で
、
私
は

さ
ま
ざ
ま
を
連
想
を
抱
い
た
。

浅
井
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
い
ま
の

そ
れ
と
は
異
な
り
、
縦
十
八
・
二

セ
ン
チ
、
勝
二
十
三
セ
ン
チ
の
賞

状
の
よ
う
を
一
枚
も
の
で
あ
る
。

表
面
の
右
上
投
か
ら
墨
書
で
「
第

二
九
七
七
号

東
京
美
術
学
校
教

授

浅
井
思
」
と
記
入
さ
れ
、
そ

の
上
部
に
「
日
本
帝
国
海
外
旅
券

章
」

の
文
字
が
、
菊
花
文
を
支
え

る
双
電
文
と
と
も
に
朱
で
印
刷
さ

れ
、
続
け
て
墨
書
と
活
字
で
「
右

ハ
留
学
ノ
為
メ
仏
国
へ
赴
ク
二
付

通
路
故
障
ナ
ク
旅
行
セ
シ
メ
旦
必

要
ノ
保
護
扶
助
ヲ
与
へ
ラ
レ
ン
事

ヲ
其
筋
ノ
諸
官
こ
希
望
ス

明
治

荊
二
年
十
月
十
九
日

日
本
帝
国

外
務
大
臣
従
二
位
勲
一
等
子
爵
青

木
周
蔵
」
と
あ
り
、
大
臣
印
な
ど

が
押
さ
れ
て
い
た
。
裏
面
に
は
英

仏
中
の
訳
文
が
あ
り
、
浅
井
の
渡

航
先
が
フ
ラ
ン
ス
の
た
め
仏
語
欄

が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

詳
細
は
文
化
庁
編
「
月
刊
文
化

財
」
三
月
号
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ

た
い
。

へ
高
橋
在
久
)

圭
で
〃
r
i
了
i
く
言
、
一
〇
㌧
〇
〇
㌦
一
〇
く
〇
〇
㌦
〃
“



みる・かたる・つくる

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
歩
み

特
別
展
「
水
彩
画
の
再
発
見
」

三
月
二
十
三
日
(
日
)
ま
で

9
 
4
点
を
一
堂
に
展
観

本
年
度
の
最
終
を
飾
る
、
特
別

展
が
、
二
月
十
九
日
よ
り
三
月
二

十
三
日
(
日
)
ま
で
、
「
水
彩
画

の
再
発
見
」
と
越
し
て
、
=
明
治

・
大
正
・
昭
和
の
歩
み
=
の
中
か

ら
、
四
十
五
作
家
、
九
十
四
点
が

本
館
の
一
室
ユ
ニ
室
で
開
催
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
展
覧
会
は
、
と
も
す
る
と

水
彩
画
が
油
彩
に
従
属
視
さ
れ
が

ち
を
立
場
を
、
独
自
の
発
展
し
た

歴
史
を
知
る
と
と
も
に
、
日
本
水

彩
画
の
確
立
と
発
展
に
貢
献
し
た
、

多
く
の
代
表
作
家
の
招
介
と
、
そ

れ
ら
の
方
々
の
作
品
を
展
示
し
て
、

広
く
多
く
の
方
々
に
、
水
彩
美
を

味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
企
画

し
た
。

現
在
ま
で
、
水
彩
画
の
全
容
を

テ
ー
マ
と
し
た
美
術
館
で
の
展
覧

会
は
数
が
少
な
く
、
特
定
の
郷
土

出
身
作
家
を
招
介
す
る
程
度
の
小

享
当
当
宮
上
を
嶋
か

浅
井
息
「
京
都
高
等
工
芸
学
校
の
庭
」

規
模
を
催
し
が
を
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
度
は
広
く
、
初
期
的
な
、

外
国
人
作
家
を
も
含
め
、
全
国
的

を
立
場
か
ら
作
品
を
集
め
て
い
る
。

特
に
本
県
関
係
と
し
て
は
、
浅
井

恩
の
作
品
を
は
じ
め
、
佐
原
中
学

校
を
卒
業
し
た
小
堀
進
を
ど
、
房

総
の
海
や
川
、
田
園
風
景
な
ど
、

幅
広
い
作
品
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

日
本
・
世
界
の
風
景

展
示
作
品
の
主
な
モ
チ
ー
フ
を

招
介
す
る
と
、
房
総
の
「
千
倉
風

景
」
を
描
い
た
不
破
章
の
作
品
や

水
野
以
文
の
銚
子
「
犬
吠
風
景
」

約
六
十
号
の
大
作
を
描
い
た
、
古

川
浩
の
「
安
房
白
浜
」
を
ど
、
山

岳
や
渓
流
美
を
招
介
し
た
、
大
下

藤
次
郎
の
「
穂
高
の
麓
」
や
「
渓

流
」

「
高
原
」
、
三
宅
克
己
の
「

上
州
妙
義
山
」
「
相
模
湾
」
を
ど
、

人
物
で
は
石
井
柏
享
の

「
ジ
プ

シ
ー
の
娘
」

「
晩
春
行
楽
図
」
や

「
舞
姫
」
、
中
西
利
雄
の
「
婦
人

像
」

「
和
装
」
そ
し
て
荒
谷
直
之

介
の
「
支
那
服
の
少
女
」

「
若
い

裸
婦
た
ち
」
な
ど
、
古
事
記
か
ら

題
材
を
得
た
青
木
繁
の
「
黄
泉
比

●

良
坂
」
を
ど
、
外
国
の
風
景
で
は
、

白
滝
幾
之
助
の
「
チ
ー
ム
ズ
河
」

や
富
田
通
雄
の
「
パ
リ
・
モ
ン
マ石井相亭「ジプシーの娘」

ル
ト
ル
の
丘
よ
り
」
、
吉
田
博
の

「
フ
ロ
リ
ダ
の
家
」
等
、
中
国
で

は
、
浅
井
忠
の
「
金
川
城
壁
上
」

や
藤
島
武
二
の
「
黄
浦
江
」
や
京

都
、
東
北
の
山
河
、
小
堀
進

の
「
沖
縄
の
海
」
や
「
大
鶴
」
の

大
作
、
江
戸
末
期
の
作
品
か
ら
、

昭
和
五
十
三
年
ま
で
の
長
期
間
に

描
か
れ
た
多
く
の
作
品
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。

水
彩
画
の
歩
み

水
彩
画
は
、
学
校
で
の
美
術
学

習
で
な
じ
み
深
い
、
現
在
は
、
小

学
校
の
低
学
年
か
ら
、
水
彩
画
が

指
導
さ
れ
て
い
る
。

水
彩
画
の
歴
史
は
、
十
六
世
紀

の
、
ル
ネ
サ
ン
ス
時
代
よ
り
始
ま

っ
て
お
り
、
壁
画
に
描
か
れ
た
フ

レ
ス
コ
は
、
水
性
絵
具
を
用
い
て

い
る
の
で
、
水
彩
画
の
初
期
的
時

代
と
い
え
る
。

十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

絵
具
の
粉
末
を
紙
に
ブ
リ
つ
け
た

り
、
水
に
溶
か
し
て
、
ほ
ん
の
り

と
紙
に
の
せ
た
作
品
が
描
か
れ
て

い
る
。

十
八
世
紀
の
後
半
か
ら
、
十
九

世
紀
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
で
水

彩
画
が
発
展
の
基
礎
づ
く
り
が
毒

さ
れ
た
、
そ
れ
は
民
主
主
義
の
発

達
し
た
国
情
が
、
国
民
絵
画
と
し

て
多
く
の
人
々
に
簡
便
に
用
い
ら

れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

タ
ー
ナ
ー
や
ボ
ニ
ン
等
の
大
家
が

出
現
し
、
一
八
〇
四
年
に
は
世
界

で
始
め
て
「
水
彩
画
協
会
」
が
結

成
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
十
七
世
紀
に
オ
ラ

ン
ダ
派
を
学
ん
だ
、
司
馬
江
漢
や

多
く
の
洋
学
者
の
余
技
と
し
て
、

水
彩
に
接
し
て
い
た
が
、
幕
開
け

は
明
治
維
新
前
後
で
あ
る
e

横
浜
開
港
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス

人
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ワ
ー
ク
マ
ン

が
、
水
彩
画
の
技
法
を
も
た
ら
し

て
い
る
。

ヮ
ー
グ
マ
ン
は
、
ロ
ン
ド
ン
絵

大
新
聞
の
画
報
記
者
と
し
て
、
ニ

ュ
ー
ス
の
挿
絵
と
し
て
、
幕
末
か

ら
明
治
に
か
け
て
の
動
乱
の
姿
を

本
国
に
送
っ
て
い
る
。
当
時
は
写

真
が
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、
新

●

聞
な
ど
は
、
下
絵
を
木
版
で
彫
っ

て
報
道
し
て
い
る
。
ワ
ー
ク
マ
ン

は
軍
人
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
水

彩
画
の
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
が
、

絵
を
通
信
の
手
が
か
り
と
し
て
い

た
た
め
、
事
件
内
容
を
水
彩
画
と

し
て
、
多
く
描
い
て
い
た
た
め
そ

れ
を
知
っ
た
、
当
時
画
家
を
志
し

て
い
た
、
青
年
の
高
橋
由
一
や
五

姓
田
義
松
等
が
門
下
生
と
し
て
教

え
を
受
け
て
い
る
、
こ
の
両
者
は

日
本
水
彩
画
の
夜
明
け
を
迎
え
て

い
る
o明

治
後
年
と
在
る
と
、
今
回
出

品
し
て
い
る
三
宅
克
己
や
大
下
藤

次
郎
、
丸
山
晩
霞
等
が
中
心
と
な

り
、
水
彩
画
の
講
習
会
や
研
究
会

を
開
い
て
、
後
進
の
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
大
下
藤
次
郎
は
、
「
水

彩
画
の
莱
」
「
水
彩
画
写
生
旅
行
」

「
写
生
画
研
究
」
な
ど
出
版
し
、

大
い
に
水
彩
画
の
啓
蒙
に
カ
を
注

い
で
い
る
。

こ
の
頃
に
活
躍
し
た
、
浅
井
忠

は
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
時
代
の
グ
レ

ー
村
の
風
景
、
中
沢
弘
光
の
色
彩

豊
か
を
流
動
的
な
風
景
、
そ
し
て

石
井
柏
手
の
明
朗
な
作
品
、
南
醸

造
の
暖
色
の
美
し
い
穏
や
か
を
作

風
な
ど
、
水
彩
画
史
の
中
で
の
作

品
が
今
回
も
展
示
さ
れ
て
い
る
。

大
正
三
年
(
一
九
一
四
)
水
彩

画
関
係
の
団
体
と
し
て
「
日
本
水

彩
国
会
」
が
創
立
さ
れ
、
新
し
い



みる・かたる・つく

技
法
が
こ
の
会
中
心
に
表
現
さ
れ

て
き
た
、
そ
の
中
で
赤
城
秦
紀
は
、

明
治
以
来
の
型
を
破
っ
て
、
新
し

い
色
彩
の
デ
ッ
サ
ン
と
も
い
う
べ

き
、
方
向
を
形
成
し
た
。

今
回
展
覧
会
に
出
品
し
て
い
る

「
縄
目
」
を
描
い
て
後
藤
工
志
は

写
実
的
を
客
観
性
に
徹
し
て
お
り
、

中
西
利
雄
は
、
不
透
明
の
重
さ
を

う
ま
く
用
い
、
不
透
明
橋
渡
の
最

初
の
手
が
か
り
を
つ
け
、
水
彩
の

も
つ
透
明
さ
と
を
使
い
分
け
を
し

て
い
る
。

岸
田
劉
生
の
「
村
嬢
於
松
立
像
」

は
独
特
の
技
法
が
よ
く
表
現
さ
れ

て
お
り
、
梅
原
龍
三
郎
は
、
個
性

あ
る
明
瞭
さ
を
描
き
、
水
彩
画
に

限
り
な
い
広
が
り
を
求
め
て
い
る
。

中
西
利
雄
・
富
田
道
雄
ら
に
よ

り
、
大
正
十
一
年
(
一
九
二
二
)

の
蒼
原
会
で
、
大
き
を
画
面
に
粗

暴
的
を
も
の
を
描
き
、
水
彩
画
を

明
治
以
来
の
技
法
と
対
象
が
行
わ

れ
て
い
る
。

日
本
水
彩
画
屡
は
、
例
年
開
催

さ
れ
る
一
方
、
水
彩
連
盟
等
の
芸

術
運
動
を
も
併
せ
て
、
水
彩
画
発

展
に
力
を
尽
し
て
い
る
。

水
彩
画
の
技
法

水
彩
絵
具
を
も
含
め
て
、
絵
の

材
料
と
在
る
絵
具
は
、
顔
料
と
呼

ば
れ
る
鉱
物
性
の
粉
末
で
、
こ
れ

を
用
い
る
媒
体
に
よ
り
、
油
絵
具

●

と
水
彩
絵
具
に
分
け
ら
れ
る
。
水

彩
絵
具
は
、
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
と
グ

リ
セ
リ
ン
を
用
い
、
ア
ラ
ビ
ア
ゴ

ム
は
画
面
を
固
定
す
る
作
用
を
も

ち
、
グ
リ
セ
リ
ン
は
絵
具
を
コ
ロワークマン「本牧風景」

イ
ド
状
に
保
さ
せ
、
発
色
を
よ
く

す
る
た
め
で
、
数
量
的
に
は
、
顔

料
3
5
%
・
ア
ラ
ビ
ア
・
ゴ
ム
2
5
%

・
グ
リ
セ
リ
ン
2
0
%
・
水
2
0
%
の

割
合
い
で
、
チ
ュ
ー
ブ
に
入
っ
て

い
る
。
乾
性
の
絵
具
は
、
グ
リ
セ

リ
ン
を
用
い
を
い
別
の
工
程
で
あ

る
。水

彩
画
は
絵
具
を
通
し
て
、
地

の
紙
が
透
け
て
見
る
感
じ
が
特
色

で
、
色
を
重
ね
て
も
、
透
明
で
独

得
を
澄
ん
だ
美
し
い
色
合
い
が
魅

力
的
と
な
っ
て
い
る
。

用
紙
は
、
ワ
ッ
ト
マ
ン
紙
や
ア

ル
シ
ュ
紙
が
用
い
ら
れ
、
日
本
で

も
日
豊
を
ど
が
使
わ
れ
、
ド
ゥ
サ

ぴ
き
も
あ
る
が
、
吸
水
、
不
吸
水

性
の
使
い
分
け
も
必
要
で
あ
る
が
、

純
白
で
発
色
の
よ
い
も
の
で
、
筆

で
強
く
描
い
て
も
紙
よ
れ
し
老
い

の
が
良
紙
と
い
え
る
。

水
彩
画
が
油
絵
の
補
助
手
段
で

牽
く
、
油
絵
に
は
表
現
で
き
を
い

絵
画
と
し
て
純
粋
を
美
し
い
、
モ

チ
ー
フ
の
具
現
化
と
し
て
、
必
要

に
応
じ
て
材
料
の
質
を
生
か
し
制

作
し
て
い
る
。

今
回
は
特
別
展
と
し
て
、
作
品

以
外
に
、
ス
ケ
ッ
チ
・
下
絵
・
水

彩
画
の
教
科
書
、
パ
レ
ッ
ト
、
絵

筆
等
も
展
示
し
、
水
彩
画
の
発
展

を
通
し
て
、
個
性
あ
る
各
作
家
の

作
品
を
招
介
し
、
水
彩
画
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
機
会
を
も
っ
て
い

る
。次

に
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
作

家
略
歴
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ

の
順
序
は
、
展
覧
会
の
作
品
の
順

番
と
同
じ
で
あ
り
、
作
家
の
生
年

月
日
を
基
本
と
し
て
い
る
。

上
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー
い
シ

カ
が
国
で
の
最
初
に
来
日
し
た

イ
タ
リ
ア
出
身
の
工
部
美
術
学
校

教
授
で
、
浅
井
息
・
松
岡
寿
な
ど

の
門
下
生
が
あ
り
、
洋
画
の
基
礎

を
つ
く
っ
た
。

乙
チ
ャ
ー
リ
ス
・
ワ
ー
ク
マ
ン

横
浜
開
港
と
同
時
に
、
絵
入
り

ロ
ン
ド
ン
・
ニ
ュ
ー
ス
の
特
派
員

●

と
し
で
来
日
、
高
橋
由
一
や
五
姓

田
義
松
等
を
指
導
し
た
。

3
.
高
橋
由
一

ワ
ー
ク
マ
ン
や
フ
ォ
ン
タ
ネ
ー

ジ
に
も
学
び
、
写
実
的
な
画
風
を

追
求
し
、
洋
画
界
の
基
礎
づ
く
り

を
し
、
明
治
六
年
に
は
天
絵
桜
を

創
設
し
た
。

4
.
五
姓
日
義
松

高
橋
由
一
と
と
も
に
、
初
期
の

洋
画
を
学
び
、
渡
仏
し
て
、
レ
オ

ン
・
ボ
ン
ナ
に
師
事
し
、
後
に
同

志
と
明
治
美
術
会
を
起
し
た
。

㌔
浅
井

忠

佐
倉
藩
士
の
子
と
し
て
、
江
戸

に
生
ま
れ
、
彰
技
堂
や
工
部
美
術

学
校
に
学
ぶ
。
渡
仏
し
て
グ
レ
ー

の
連
作
を
描
き
、
帰
国
後
は
関
西

美
術
院
を
設
立
し
た
。

6
.
河
合
新
蔵

五
姓
圏
義
松
や
小
山
正
太
郎
に

師
事
し
、
日
本
水
彩
国
会
研
究
所

を
創
立
し
、
関
西
洋
画
壇
に
貢
献

し
た
。

五
九
山
塊
霞

勤
園
舎
に
学
び
、
後
に
大
下
藤

次
郎
ら
と
水
彩
画
講
習
所
を
開
設

酒
井
さ
ん
か
ら
の
手
紙

去
る
一
月
九
日
、
故
酒
井
重
大

の
作
品
を
多
数
寄
贈
さ
れ
た
房
子

夫
人
に
紺
綬
褒
章
が
お
く
ら
れ
そ

の
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。
以
下
は
、

酒
井
さ
ん
の
礼
状
で
あ
る
。

前
略

昨
日
は
お
忙
し
い
中
を

私
共
の
為
に
大
切
を
お
時
間
を
頂

き
、
身
に
余
る
栄
誉
を
御
伝
達
下

さ
い
ま
し
て
、
誠
に
有
難
う
存
じ

ま
し
た
。
又
御
丁
重
を
御
昼
食
及

び
御
車
迄
頂
き
重
ね
〈
の
御
厚

情
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

頂
戴
の
品
々
を
手
に
致
し
乍
ら

ま
た
夢
の
中
に
居
る
よ
う
を
気
が

致
し
て
屠
り
ま
す
。
ま
ざ
れ
も
な

い
老
境
の
生
活
に
ば
っ
と
幸
や
か

な
陽
が
さ
し
た
よ
う
を
一
日
で
ご

ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
日
増
し
に
寒
さ
が
き

び
し
く
を
り
ま
す
折
何
卒
皆
々
様

益
々
御
健
や
か
に
御
活
躍
の
程
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
日
は
な
か
を
か
お
礼
の
言
葉

も
意
を
尽
し
得
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
敢
え
て
廻
ら
ぬ
筆
を
と
り
ま
し

た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
先
は
御

礼
ま
で

昭
和
五
十
五
年
一
月
十
日

酒
井
房
子

千
葉
県
立
美
術
館
長

市
原
正
夫
様

御
一
同
様
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日
本
水
彩
画
会
の
創
立
に
も
参
加

し
た
。

乱
藤
島
武
二

束
京
美
術
学
校
教
授
と
し
て
、

後
進
の
指
導
に
あ
た
り
、
白
馬
会

の
創
立
に
も
参
加
し
、
文
展
・
帝

展
審
査
員
・
文
化
勲
章
を
受
賞
し

た
。

9
.
大
下
藤
次
郎

鐘
美
堂
に
学
び
、
水
彩
画
の
普

及
、
指
導
に
尽
力
し
、
春
鳥
会
を

起
し
、
「
み
づ
る
二
を
創
刊
し
た
。

場
で
、
黒
田
清
輝
に
師
事
し
て
い

る
。

1
2
三
宅
克
己

鐘
美
堂
に
学
び
、
渡
米
し
エ
ー

ル
大
学
付
属
美
術
学
校
で
学
ぶ
。

著
作
を
通
し
て
普
及
に
つ
と
め
、

後
に
光
風
会
を
創
立
し
た
。

雪も、

大下聴次郎「晩霜」

欝藤一革紐

三宅克己「相模湾」

い
る
。

1
6
森
田
恒
友

東
京
美
術
学
校
を
卒
業
後
に
、

石
井
相
亭
ら
と
雑
誌
「
方
寸
」
を

創
刊
し
、
小
杉
末
醒
ら
と
春
陽
会

を
創
立
す
る
。

1
7
青
木

繁

東
京
美
術
学
校
を
卒
業
後
に
、

哲
学
、
宗
教
、
文
学
を
ど
を
学
び
、

2
0
南

京
造

渡
欧
し
て
ボ
ロ
ー
・
ジ
ョ
ン
ソ

ン
に
師
事
す
る
。
日
本
水
彩
画
会

の
創
立
に
参
加
、
日
本
芸
術
院
会

員
で
あ
り
、
ま
た
東
京
美
術
学
校

教
授
と
を
る
。

吉本繋「墳泉比良振」

1
0
真
野
紀
太
郎

大
下
藤
次
郎
ち
と
日
本
水
彩
画

研
究
所
を
設
立
し
、
更
に
日
本
水

彩
画
会
を
結
成
し
た
。

自
白
瀧
幾
之
助

生
巧
館
に
常
び
後
に
、
天
真
道

1
3
中
澤
弘
光

堀
井
正
章
に
学
び
、
白
馬
会
員

と
し
て
活
躍
す
る
、
日
展
顧
問
を

経
験
し
、
後
に
文
化
功
労
者
と
な

る
。再

吉
田

博

不
同
舎
で
学
び
、
明
治
美
術
会

で
活
躍
す
る
。
後
に
太
平
洋
画
会

長
と
怠
る
。

1
5
加
藤
源
之
助

浅
井
忠
に
、
関
西
美
術
院
で
学

び
、
浅
井
の
画
風
を
継
承
し
、
水

彩
画
に
秀
れ
た
作
品
を
残
こ
し
て

●

浪
漫
橘
神
を
開
花
さ
せ
た
。
明
治

三
十
七
年
の
作
品
「
海
の
幸
」
は

そ
の
代
表
作
で
あ
る
。

…
里
戸
張
孤
雁

ア
メ
リ
カ
の
海
洋
国
蒙
り
チ
ャ

ー
ヴ
に
洋
画
と
挿
絵
を
学
ぶ
。
日

本
彩
国
会
を
創
立
し
た
一
人
で
あ

る
。

1
9
石
井
柏
亭

浅
井
息
に
洋
画
を
学
び
、
東
京

美
術
学
校
で
黒
田
清
輝
の
指
導
を

受
け
る
。
日
本
水
彩
画
会
や
二
科

会
の
創
立
に
も
参
乱
し
、
帝
国
芸

術
院
会
員
と
を
る
。

2
1
長
谷
川
良
雄

京
都
高
等
工
芸
学
校
を
卒
業
し
、

浅
井
息
に
学
ぶ
、
美
術
団
体
に
所

属
し
な
い
で
、
独
白
の
画
業
を
続

け
た
。

2
2
萬

鉄
五
郎

東
京
美
術
学
校
に
学
び
、
岸
田

劉
生
ら
と
、
フ
ェ
ー
サ
ン
会
を
起

す
。
立
体
派
や
南
画
を
も
と
り
入

れ
た
。
独
自
の
画
風
を
生
み
出
す
。

2
3
小
山
月
次
.

三
宅
克
己
や
丸
山
晩
霞
に
学
び
、

更
に
水
彩
画
講
習
所
で
研
究
を
続

け
、
水
彩
画
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

2
4
栗
原
忠
二

渡
欧
し
、
風
景
画
家
タ
ー
ナ
ー

に
油
彩
を
学
ぶ
、
第
一
美
術
協
会

を
創
立
。
築
地
洋
画
研
究
所
の
設

立
に
も
尽
力
し
た
。

2
5
石
井
鰐
三

乗
京
美
術
学
校
卒
業
、
日
本
水

彩
画
会
、
春
陽
会
等
の
会
員
と
を

●

り
、
特
異
を
デ
ッ
サ
ン
は
有
名
、

東
京
芸
術
大
学
教
授
と
し
て
後
進

を
指
導
す
る
。

2
6
梅
原
龍
三
郎

浅
井
息
に
師
事
し
、
二
科
会
や

春
陽
会
の
創
立
に
も
参
画
す
る
。

日
本
芸
術
院
会
員
で
、
文
化
勲
章

を
受
賞
し
、
更
に
フ
ラ
ン
ス
よ
り

芸
術
文
化
勲
章
コ
マ
ン
ド
ー
ル
を

受
け
る
。

2
7
赤
城
泰
紆

大
下
藤
次
郎
に
学
び
、
水
彩
画

研
究
所
の
開
設
に
参
画
、
日
本
水

彩
画
会
を
も
創
立
し
、
後
に
女
子

美
術
専
門
学
校
で
教
鞭
を
と
る
。

2
8
水
野
以
文

日
本
水
彩
画
会
結
成
の
創
立
会

員
で
、
同
会
の
名
誉
会
員
、
理
事

長
を
つ
と
め
、
水
彩
画
の
発
展
に

貢
献
す
る
。

2
9
岸
田
劉
生

白
馬
会
葵
橋
洋
画
研
究
所
に
て
、

黒
田
清
輝
に
師
事
し
、
草
土
社
を

創
立
し
、
春
陽
会
や
大
調
和
展
に

発
表
し
、
顕
子
像
は
有
名
で
あ
る
。

3
0
後
藤
工
志

日
本
水
彩
国
会
研
究
所
で
、
大

下
藤
次
郎
や
丸
山
晩
霞
に
師
事
し
、

日
本
水
彩
画
会
の
結
成
に
参
加
す
る
。

ー
4
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3
1
小
泉
英
巳
男

日
本
水
彩
国
会
研
究
所
に
学
び
、

後
に
創
作
版
画
に
進
み
、
「
昭
和

大
東
京
百
図
絵
」
を
完
成
し
て
い

る
。

3
2
栗
原

信

茨
城
県
の
小
学
校
教
員
を
し
を

が
、
づ
学
び
、
第
二
紀
会
を
創
立
し
、

後
に
新
潟
大
学
教
授
と
在
り
、
日

本
水
彩
画
会
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

3
3
古
賀
春
江

日
本
水
彩
国
会
研
究
所
に
学
び
、

そ
の
後
美
術
界
の
前
衛
と
し
て
、

ア
ク
シ
ョ
ン
を
結
成
し
、
表
現
派

や
キ
エ
ビ
ズ
ム
風
を
試
み
た
。
幻

想
的
を
作
風
が
特
徴
で
あ
る
。

3
4
村
山
視
多

自
由
主
義
教
育
の
影
響
を
受
け
、

詩
や
創
作
を
よ
く
し
た
。
二
科
展

で
活
躍
し
な
が
ら
も
二
十
二
才
で

天
折
し
た
。

3
5
小
山
良
修

日
本
水
彩
国
会
研
究
所
に
学
び
、

蒼
原
会
結
成
に
参
加
し
た
。
更
に

水
彩
連
盟
を
創
立
す
る
。
現
在
日

本
水
彩
画
会
の
理
事
と
し
て
、
活

躍
中
で
あ
る
。

3
6
中
西
利
雄

東
京
美
術
学
校
を
卒
業
、
新
制

●

作
派
協
会
の
結
成
に
参
画
す
、
も

っ
ぱ
ら
不
透
明
水
彩
絵
具
を
用
い

て
、
独
自
の
作
画
活
動
を
続
け
て

い
る
。

3
7
不
破

章

後
藤
工
志
に
師
事
し
、
石
井
相

享
の
門
下
と
な
る
。
日
展
会
員
と

し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
日
本
水

彩
画
会
の
理
事
長
も
つ
と
め
た
。

3
8
宮
田
道
雄

本
郷
洋
画
研
究
所
に
学
び
、
中

西
利
雄
ら
と
蒼
原
会
を
結
成
し
、

水
彩
画
の
革
新
運
動
を
起
し
て
い

る
、
日
本
水
彩
国
会
監
事
を
つ
と

め
、
一
水
会
会
員
と
し
て
活
躍
中

で
あ
る
。

3
9
荒
谷
直
之
介

東
京
葵
橋
洋
画
研
究
所
に
学
び
、

水
彩
画
の
向
上
、
発
達
を
目
ぎ
し
、

水
彩
連
盟
を
創
立
す
る
。
一
水
会

や
日
展
で
も
活
躍
中
で
あ
り
、
水

彩
連
盟
運
営
委
員
を
つ
と
め
て
い

る
。

仰
春
日
部
た
す
く

川
端
画
学
校
に
学
び
、
新
興
水

彩
画
の
普
及
の
た
め
、
土
曜
会
を

主
事
し
、
水
彩
連
盟
創
立
に
参
加

す
る
。
現
在
は
水
彩
連
盟
及
び
日

本
山
岳
画
協
会
の
会
員
と
し
て
活

躍
中
で
あ
る
。

4
1
小
堀

造

佐
原
中
を
卒
業
し
、
葵
橋
洋
画

研
究
所
に
学
び
、
後
に
水
彩
連
盟

の
創
立
に
参
加
し
て
い
る
。
水
彩

画
新
関
拓
運
動
の
中
心
的
存
在
で

あ
り
、
日
本
芸
術
院
会
員
に
選
出

さ
れ
て
い
る
。

4
2
無
縁
専
心
澄

千
葉
市
生
ま
れ
、
川
端
画
学
校

に
学
び
、
日
本
水
彩
画
会
員
と
在

り
、
千
葉
県
美
術
協
会
(
千
葉
県

美
術
会
の
前
身
)
の
設
立
に
尽
力

し
た
。

4
3
渡
部
菊
二

水
彩
連
盟
設
立
に
参
画
し
、
新

た
な
水
彩
運
動
を
起
し
、
そ
の
向

上
に
つ
と
め
た
、
人
物
水
彩
の
領

域
を
開
拓
し
、
研
究
を
続
け
て
い
る
。

4
4
古
川

弘

埼
玉
師
範
学
校
卒
業
後
に
、
水

彩
画
を
研
究
し
、
日
本
水
彩
画
展

で
、
ホ
ル
パ
イ
ン
賞
を
受
賞
。
水

彩
画
の
発
展
に
尽
力
し
た
。

4
5
山
本
不
二
夫

佐
原
市
出
身
、
昭
和
十
七
年
日

本
水
彩
画
会
員
と
を
り
、
キ
ン
グ

賞
を
受
け
る
。

現
在
二
科
会
貝
、

日
本
水
彩
画
会
理
事
、
千
葉
県
美

術
会
常
任
理
事
と
し
て
活
慨
中
で

あ
る
。

待
望
の
県
民
ア
ト
リ
エ
完
成

千
葉
県
立
美
術
館
第
三
期
工
事

と
し
て
の

"
県
民
ア
ト
リ
エ
〃

の

工
事
が
着
工
さ
れ
た
の
は
昭
和
五

十
四
年
三
月
で
あ
っ
た
。
以
後
工
事

は
着
々
と
進
め
ら
れ
十
一
ケ
月
を

経
過
し
た
現
在
外
容
も
整
い
、
内

装
工
事
も
日
増
に
進
渉
、
い
よ
い

よ
完
成
も
間
近
に
追
っ
た
。

ア
ト
リ
エ
の
総
建
坪
面
積
は
一

五
〇
二
重
m
で
、
各
部
屋
は
そ
の
利

用
目
的
に
そ
っ
て
機
能
、
構
造
等

充
分
検
討
さ
れ
た
上
で
造
ら
れ
て

い
る
。
∴
講
堂
、
情
報
資
料
室
、

研
修
室
、
実
技
室
(
第
1
̃
第
4

ま
で
)
窯
場
、
管
理
事
務
室
、
洗

面
脱
衣
室
、
荷
解
室
、
身
障
者
用

便
所
等
の
内
装
も
鋭
意
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
各
室
の
ス

ペ
ー
ス
は
、
講
堂
は
三
〇
〇
品
、

情
報
資
料
室
・
書
庫
等
は
一
八
〇

証
、
研
修
室
は
七
六
品
、
第
一
実

技
室
(
平
面
)
は
一
五
六
ま
m
、
第

二
実
技
室
(
立
体
)
は
一
八
四
品
、

第
三
実
技
室
(
和
室
)
は
一
八
五

品
、
第
四
実
技
室
(
屋
外
)
・
窯

業
場
(
屋
外
)
は
三
四
霊
m
、
管
理

事
務
室
は
三
四
品
、
荷
解
室
は
二

六
品
で
、
こ
の
ほ
か
、
ホ
ー
ル
、

口
-
カ
ー
置
場
、
倉
庫
、
物
置
等

が
あ
る
。

こ
の
県
民
ア
ト
リ
エ
は
、
「
み

る
・
か
た
る
・
つ
く
る
」

の
美
術

館
活
動
の
一
環
と
し
て
、
美
術
の

生
活
化
を
は
か
っ
て
ゆ
く
考
え
で

あ
る
。

そ
し
て
、
次
の
四
つ
の
基
本
的

な
考
え
の
も
と
に
運
営
、
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
在
っ
て
い
る
。

そ

の
一
つ
は
県
民
の
美
術
実
技
セ
ン

タ
ー
と
し
て
、
創
作
の
た
め
の
実

技
教
室
や
講
座
を
開
催
し
、
自
ら

が
作
る
創
造
の
拠
点
と
す
る
。
第

二
は
県
民
の
美
術
の
学
習
セ
ン
タ

ー
と
し
て
、
講
演
会
、
研
修
会
、
映

画
会
、
談
話
会
等
を
実
施
す
る
と

と
も
に
利
用
者
の
質
問
や
相
談
に

も
応
じ
て
積
極
的
に
美
術
の
普
及

と
振
興
を
図
る
よ
う
努
め
る
。
第

三
に
は
県
民
の
美
術
情
報
セ
ン
タ

ー
と
し
て
、
美
術
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
資
料
を
収
集
、
整
備
し
て
、

積
極
的
に
公
開
し
、
美
術
の
応
用

と
生
活
化
を
促
し
、
あ
わ
せ
て
調

査
研
究
の
拠
点
と
し
た
い
。
第
四

に
は
県
民
の
美
術
館
友
の
会
、
美

術
団
体
サ
ー
ク
ル
等
に
交
流
と
美

の
広
場
を
提
供
す
る
。
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収
蔵
作
品
紹
介

(
5
4
年
は
月
̃
5
5
年
2
月
)

二

購

入

香
取
秀
真
作
工
芸

「
鉄
瓶
」

香
取
正
彦
作
工
芸

「
鵬
銀
玉
錯
花
瓶
」

「
金
銅
魚
整
観
音
」

後
藤
紀
男
作
日
本
画

「
山
門
雨
後
」

香
取
秀
真
「
鉄
瓶
」

っ
ぎ
の
資
料
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

香
取
秀
真
作
工
芸

「
鳩
香
炉
」

「
鋳
鉄
茶
釜
」香

取
秀
英
「
鳩
香
炉
」

撫
-
-
季
-

{

香
取
正
彦
「
機
関
玉
錨
花
頼
」

刊
∀
.
越
評
∀
。
魚
雷
。
ふ
物
凄

後
藤
紀
男
「
山
門
雨
後
」

ー
6
-

香
取
正
鴬
「
金
銅
魚
鑑
観
音
」

噴吏境∞∞珊珊舶柳

田

(
.
の
.
 
・
.

パ
人
の
日
本
絵
画
観
を
次

外
国
人
の
見
た

日
本
美
術

風
土
が
変
れ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら

創
み
出
さ
れ
る
絵
画
も
異
質
な
も

の
と
な
る
。
ま
し
て
、
マ
ス
メ
デ

ィ
ァ
が
発
達
し
て
い
を
い
時
代
で

は
、
異
様
を
も
の
に
映
っ
た
で
あ

ろ
う
。

信
長
・
秀
吉
の
政
推
時
代
に
来

朝
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
バ
テ
レ
ン
の

ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
著
作

『
日
本
教
会
史
」

の
第
二
巻
第
二

童
に
「
日
本
の
い
く
つ
か
の
技
芸

に
つ
い
て
、
ま
ず
そ
の
絵
画
に
つ

い
て
」

と
し
て
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ

に
紀
し
て
い
る
。

「
自
然
の
事
物
を
捲
く
の
に
、

で
き
る
限
り
す
ぐ
れ
た
類
似
性
を

も
っ
て
自
然
を
模
写
す
る
こ
と
に

お
い
て
き
わ
め
て
優
秀
で
あ
る
が

架
空
で
想
像
上
の
事
物
を
描
い
た

絵
画
で
は
才
能
を
発
揮
し
て
、
大

い
に
そ
れ
ら
し
く
作
り
あ
げ
る
の

で
あ
っ
て
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
然

に
従
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
想
像
上
の
さ
ま
ざ
ま
を
花

や
形
を
技
巧
的
に
組
み
合
ね
せ
た

輩
給
評
墨
字
の

現
在
、
多
彩
を
絵
画
が
創
造
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
我
々
に
は

も
は
や
そ
こ
に
異
様
さ
と
い
う
も

の
は
を
い
。

∞∽なめ冊∞勘窒

●

謂



トピックス

●
盛
会
の
う
ち
に
棄

美
会
展
終
わ
る

迎
え
て
四
回
目
の

菜
美
会
展
が
、
八
十

二
名
、
一
三
六
点
の

力
作
を
集
め
、
一
月

十
五
日
か
ら
二
月
二

十
七
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
。

こ
の
中
に
は
、
日

頃
指
導
い
た
だ
い
て
い
る
、
武

内
先
生
の
「
裸
婦
」
根
岸
先
生
の

「
静
物
」
、
高
橋
先
生
の
「
漁
港
」

が
、
賛
助
出
品
さ
れ
、
展
覧
会
に

花
を
添
え
て
く
れ
た
。

洋
画
実
技
諮
座
に
参
加
さ
れ
て

い
る
方
々
の
参
加
が
目
立
っ
た
が
、

本
年
度
は
、
毎
年
増
加
の
傾
向
を

●

た
ど
っ
て
い
た
出
品
者
数
が
、
昨

年
度
を
十
二
名
も
下
ま
わ
っ
て
い

る
。

一
月
二
十
七
日
、
最
終
日
に
は

武
内
先
生
に
よ
る
出
品
作
品
個
々

に
つ
い
て
、
指
導
・
講
評
が
あ
り
、

参
加
者
の
多
く
が
、
メ
モ
を
と
り

な
が
ら
う
毒
づ
い
て
い
た
。

●
第
三
回
美
術
を
語
る
会

去
る
一
月
十
九
日
(
土
)
、
開

催
中
で
あ
っ
た
「
板
倉
鼎
」
屡
に

焦
点
を
あ
て
行
か
れ
た
。
話
題
提

供
者
と
し
て
鼎
の
実
妹
板
倉
弘
子

氏
、
を
ら
び
に
本
館
学
芸
課
長
大

木
衛
が
あ
た
り
、
質
疑
形
式
で
想

い
出
話
し
が
語
ら
れ
た
。
折
り
よ

く
会
場
に
は
、
鼎
の
千
葉
中
学
校

-みる・かたる・つく

時
代
か
ら
の
知
り
合
い
で

し
か
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学

中
に
共
に
行
動
し
た
洋
画

家
和
田
浦
氏
も
顔
を
出
さ

れ
、
鼎
の
知
ら
れ
ざ
る
姿

が
浮
彫
り
に
さ
れ
た
。

特
に
、
鼎
が
サ
ロ
ン
・

ド
ー
ト
ン
ヌ
に
出
品
し
た

時
の
話
や
、
パ
リ
に
客
死

し
た
時
の
様
子
な
ど
、
今

日
ま
で
多
く
語
ら
れ
る
こ

と
の
な
か
っ
た
作
家
だ
け

に
、
そ
の
一
言
二
言
が
貴

重
を
証
言
と
し
て
、
聞
く

者
の
心
を
と
ら
え
て
い
っ

た
。

今
回
は
、
鼎
の
色
彩
的
を
明
る

さ
、
平
易
を
画
面
か
ら
、
女
性
の

参
加
者
が
多
く
、
し
ん
み
り
と
し

た
会
に
を
っ
た
こ
と
も
、
今
ま
で

に
を
い
特
徴
で
あ
っ
た
。

伝

言

板

○
友
の
会
の
新
規
入
会
手
続
は
、

二
月
中
旬
ま
で
停
止
い
た
し
ま
す
。

を
お
、
以
後
は
、
五
十
五
年
度
分

の
継
続
、
新
規
と
も
に
取
り
扱
い

ま
す
。

○
談
話
コ
ー
ナ
ー
へ
の
投
稿
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

御
意
見
を
期
待
し
ま
す
。

「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
に
望
む

西
村
陽
平

最
近
は
他
県
で
も
多
く
の
県

立
美
術
館
が
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
地
方
の
美
術
館
は
独

自
の
特
色
を
出
そ
う
と
し
て
苦

労
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
千
葉

県
で
は
船
橋
の
西
武
美
術
館
が

ユ
ニ
1
ク
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
が
、
千
葉
県
立
美
術
館
で
も

今
回
の
「
県
民
ア
ト
リ
エ
」
の

設
立
に
よ
り
一
つ
の
特
色
が
出

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し

そ
れ
が
特
色
と
し
て
生
き
て
く

る
た
め
に
は
、
内
容
が
問
題
と

な
っ
て
き
ま
す
。
私
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
ポ
ン
ピ
ド
ー
セ
ン
タ
ー

の
活
動
が
参
考
に
在
る
の
で
ば

を
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

酒
井
千
代
子

美
術
館
を
訪
れ
る
度
に
、
工

事
を
し
て
い
る
様
子
を
眺
め
を

が
ら
楽
し
み
に
、
待
っ
て
居
り

ま
す
。

立
派
を
「
ア
ト
リ
エ
」
が
出

来
上
っ
て
お
年
寄
り
も
、
若
い

人
も
、
働
い
て
い
る
人
も
、
遠

い
人
も
、
「
行
か
ね
ば
在
ら
ぬ
」

と
云
う
気
特
に
な
ら
な
い
と
、

利
用
す
る
人
が
、
き
ま
っ
て
し

ま
う
の
で
は
な
い
か
と
、
一
寸

心
配
で
す
。

先
日
の
新
聞
に

「
主
婦
が
、

美
術
鑑
賞
の
案
内
」
を
と
云
う

の
が
、
出
て
居
り
ま
し
た
が
、

如
何
を
も
の
で
し
ょ
う
か
、
私

に
は
、
発
表
す
る
の
は
、
苦
手

で
す
が
、
「
共
に
学
び
た
い
」

と
美
術
の
勉
強
が
、
出
来
る
よ

う
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

ぅ
か
。
そ
れ
と
、
油
絵
だ
け
で

牽
く
、
日
本
画
、
写
真
の
講
座

が
、
出
来
る
事
を
望
ん
で
い
る

声
を
聞
き
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

熱
田
誠
一

い
よ
い
よ
、
県
民
ア
ト
リ
エ

が
目
前
の
も
の
と
な
っ
た
、
と

聞
き
、
心
か
ら
蕾
ん
で
い
ま
す

が
、
と
か
く
新
し
い
も
の
に
つ

い
て
各
方
面
の
意
見
を
集
約
す

る
と
、
い
わ
ゆ
る
総
花
的
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
わ
が
県
立
美

術
館
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
特
色

の
一
つ
と
し
て
、
ぜ
ひ
今
後
も

「
つ
く
る
」
を
主
眼
と
し
て
、

ア
ト
リ
エ
も
体
系
づ
け
て
頂
き

た
い
。
実
技
講
座
O
B
の
経
年

研
修
を
、
こ
の
機
会
に
一
層
充

実
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

-
7
-
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潮
騒
剛
剛
酬

S
七
宝
焼
講
習
会

本
館
で
は
、
本
年
度
最
後
の
実

技
諮
座
「
七
宝
焼
講
習
会
」
を
左

記
の
よ
う
に
計
画
し
、
参
加
者
を

募
集
し
て
い
る
。

七
宝
焼
と
は
、
七
宝
を
ち
り
ば

め
た
よ
う
な
美
し
い
焼
物
の
意
で

銀
や
鏑
を
ど
の
面
に
く
ぼ
み
を
つ

く
り
、
そ
こ
に
酸
化
鉛
、
酸
化
コ

バ
ル
ト
な
ど
を
含
む
、
種
々
の
色

の
エ
ナ
メ
ル
を
埋
め
、
熟
し
て
熔

著
さ
せ
て
、
花
鳥
、
人
物
を
ど
の

種
々
の
模
様
を
あ
ら
わ
し
出
し
た

も
の
で
古
代
中
国
の
秦
漠
時
代
か

ら
あ
り
、
わ
が
国
で
も
奈
良
・
平

安
時
代
に
作
ら
れ
今
に
い
た
っ
て

い
る
。
今
回
は
、
初
心
者
を
対
象

と
し
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
や
ブ
口
上
チ

を
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
室
内
装

飾
品
な
ど
の
制
作
技
法
の
習
得
を

通
し
て
、
手
づ
く
り
の
楽
し
さ
、

使
う
喜
び
を
味
わ
う
講
座
で
あ
る
。

・
期
日3

月
2
6
日
㈱
̃
2
7
日
㈹

午
前
1
0
時
̃
午
後
4
時

・
講
師長

南
光
男
(
千
葉
大
学
教
授
)

・
会
費

新
年
度
"
友
の
会
〃
の
会
員
募
集

年
度
の
切
替
え
が
近
づ
き
ま

し
た
。

五
十
五
年
度
の
会
員
を
募
集

い
た
し
ま
す
。
来
年
度
は
県
民

ア
ト
リ
エ
内
の
事
業
も
計
画
さ

れ
、
今
後
一
層
充
実
し
た
も
の

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

継
続
加
入
者
は
入
会
金
五
百

円
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
二
月
、
三

月
中
で
も
新
年
度
分
の
加
入
申

込
み
を
受
付
ま
す
の
で
、
ご
希

望
者
は
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

申
込
者
は
、
振
込
み
の
場
合

は
同
封
の
振
込
み
用
紙
で
会
費

を
振
込
ん
で
下
さ
い
。
直
接
美

術
館
へ
来
て
の
申
込
み
は
、
同

封
の
申
込
み
用
紙
に
記
入
し
て

会
費
を
納
入
し
て
下
さ
い
。

継
続
の
方
は
更
新
し
ま
す
の

で
新
た
に
申
込
ま
れ
る
よ
う
念

の
た
め
申
し
そ
え
ま
す
。
不
明

の
点
は
県
立
美
術
館
"
友
の
会
〃

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

電
話
茜
三
(
四
二
)
八
三
二

(
事
務
局
)

無
料
(
た
だ
し
教
材
費
に
つ

い
て
は
自
己
負
担
)

・
募
集
人
員

4
0
名
(
応
募
者
多
数
の
と
き

は
抽
選
で
決
定
)

・
会
場美

術
館
県
民
ア
ト
リ
エ

・
申
し
込
み

往
復
は
が
き
に
、
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

記
し
、
美
術
館
普
及
広
報
斑

係
苑
、
3
月
1
 
5
日
周
ま
で

※
期
日
変
更
の
お
知
ら
せ

今
回
、
講
師
の
都
合
に
よ
り

3
月
6
日
㈱
-
了
日
㈹
の
期

日
が
、
3
月
2
6
日
㈱
-
2
7
日

焼
に
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

団

体

展

(
2
月
-
4
月
)

▽
第
5
回
千
葉
県
民
写
真
展

2
・
1
9
-
3
・
2

無
料

▽
第
1
 
1
回
千
葉
市
民
美
術
展
覧
会

3
・
4
̃
3
・
2
3

無
料

▽
書
星
会
教
育
学
部
展

3
・
2
5
̃
3
・
3
0

無
料

▽
等
辺
会
干
葉
支
部
美
術
展

4
・
1
̃
4
・
6

無
料

▽
第
七
回
千
葉
工
芸
展

4
・
1
-
4
・
1
3

無
料

▽
第
6
回
弥
生
展

4
・
1
̃
4
・
6

無
料

▽
第
1
 
7
回
全
日
本
結
合
書
道
大
展

覧
会4

・
8
.
̃
4
・
1
3

無
料

741
1
月10 9 57‖u912232

2
月14

ヽ
-
-
-

館

者

埼
玉
大
学
学
生
、
博
物
館

学
実
習
の
た
め
埼
玉
大
学

講
師
、
加
藤
有
次
氏

日
立
市
郷
土
博
物
館
長
、

水
魔
之
尚
氏

文
部
省
大
臣
官
房
審
議
官

鈴
木
勲
氏

板
倉
弘
子
氏

県
議
会
議
員
、
鈴
木
勝
氏

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
視
察
団

一
行
十
名

岐
阜
県
美
術
館
準
備
室
職

員
三
名

県
議
会
操
典
相
川
久
雄

氏青
森
県
教
育
庁
文
化
課
二

名福
島
県
い
わ
き
市
教
育
委

員
会

県
教
育
委
員
長
、
東
平
久

雄
氏

北
海
道
住
宅
部
市
部
工
首

謀
三
名

長
崎
県
立
美
術
博
物
館
よ

り
一
名

岐
阜
県
東
京
事
務
所
長
他

二
名

8
‖
い
い

●
・
i
▲262

市
川
市
教
育
長
山
口
垂
直

氏静
岡
県
教
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